
ワーキンググループ等の検討のまとめ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開館後３６年間における美術館の変遷 

・３６年間の間に変化した展示・収蔵や教育普及活動に求められる課題への対応の必要性 

キッズ・プロ

ジェクト（仮称） 
活動拠点施設の

設置 

 

 

教育普及 
県民ニーズの 

多様化への対応 

 

展示・収集 
展示・収蔵機能

の強化 

憩い・コミュニ

ケーション 
入館者が快適に利

用できる施設環境

の整備 

調査・ 

情報発信 
県内美術館等と

の連携体制等の

整備 

キッズスタジオ

（仮称）の新設 

展示室・収蔵庫

の増床 

県民ギャラリーの 

移設 

講堂の移設 

 

ラウンジの設置 

宮城県美術館の機能 

・建物の老朽化 

・現代的課題 
美術に対する県民ニーズの多様化 

入館者や協力事業者，ボランティア等様々な利用者との関わり 

 
 

基本方針のポイント 

資料２ 

増築棟への 

設置を検討 

 


